
 

 

質 問 通 告 書 
 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和５年 9 月２０日 

質問者氏名  塚 原 正 彦           

牛久市議会議長  殿 
 

質 問 形 式 
１．一 括 方 式 

２．一問一答方式 

 

質 問 事 項 要    旨 答弁を求める者 

１ 牛久市における若者の人口流

出の要因と課題を克服するための

戦略 

 

 

 

 

２ 牛久市役所の構想力と政策立

案力をみがきあげるための人材養

成 

 

 

 

 

 

３ DX への牛久市の戦略対応と

図書館を起点にした人づくり構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市長選挙で争点とされた牛久

市の財政の硬直化について 

茨城県内の若年層「15〜19 歳」「20〜24

歳」の県外への転出超過が顕著で、県は課題

解決に向けた取り組みを模索している。牛久

市における若年層の転出動向とその要因を分

析し、課題解決に向けた施策を検討している

かについて伺う。 

 

地域間競争において選ばれるまちになるため

には、牛久市の強みと弱みを理解し、中長期

の視点にたち政策立案ができる人材の配置と

その養成が緊要の課題である。令和６年度か

ら中央省庁および地方公共団体、民間企業と

の人事交流、専門人材の登用について実行で

きる仕組みを検討しているかについて伺う。 

 

①業務の効率化をはかるだけでなく、デジタ

ルの力を活用し、地域社会課題の解決や魅力

向上を図るための総合的な DX 戦略策定を検

討しているかについて伺う。 

②牛久市の図書館のデジタル化の現状と近隣

市町村との比較について伺う。 

③戦略的な DX プロジェクトを展開するため

には、あらゆるデジタル業務を図書館に集約

し、図書館を起点にした DX 展開を想定する

展開などが考えられるがその所見を伺う。 

 

 

9 月 10 日に実施された市長選挙において、

平成 29 年度以降に実施された大型公共事業

経営企画部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

経営企画部長 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

経営企画部長 

 

 

 

経営企画部長 

 



 

 

 により、市債残高が 307 億円から 331 億円に

増大し、借金に依存し続ける深刻な財政危機

にあるとの指摘がされた。牛久市の財政の硬

直化と健全度の具体指標について伺う。 

 


